
 令和６年度中小水力発電自治体主導型案件創出調査等支援事業費補助金 実施概要                                                                                                 令和８年２月 
 
 

会津若松市河東八田小水力発電所調査設計事業性評価事業 

 
１．調査の目的 

 事前の流量観測と図上検討・現地調査により想定している落差、流量、ルート案があるため本調査事

業によりそれらを検証し、基本設計までを行うことで翌年度の事業化につなげたい。 

 
２．調査の内容 
  （１）事業者名 
     会津電力株式会社 
  （２）事業名 
     会津若松市河東八田小水力発電所調査設計事業性評価事業 
  （３）事業期間 
     令和 7年 3月 24日 ～ 令和 8年 2月 25日 
  （４）調査を実施する発電設備の概要 

・発電形式  ： 水路式  

   ・使用水量  ： 0.98㎥/s（申請時 0.98㎥/s） 

   ・有効落差  ： 14.301m（申請時 17.5ｍ） 

   ・総合効率  ： 85.14％（申請時 85.63%） 

   ・発電出力  ： 116.2kW（申請時 140kW） 

   ・導水路長  ：  18.7m（申請時 20ｍ） 

  ・水圧管長   ： 284.3m（申請時 352ｍ） 
 
３．令和 7年度の事業実施概要 
(1)流量調査（取水地点で月一回程度計11回） 

(2)地形測量 縮尺1/500にて平板測量を実施 路線測量 360m 現地測量 0.020km2 

(3)地質調査 ヘッドタンク部分：2箇所 圧力管路埋設部分:4箇所 発電所建設部分:4箇所簡易貫入試験実施 

(4)基本設計（有効落差・距離・理論出力・年間可能発電電力量・概算事業費等より最適案を作成） 

(5)事業性評価（概算工事費算出・キャッシュフロー作成） 

 

【調査状況】 
     

 
 
 

 
               

４．事業の成果等     

            取水口～ヘッドタンク                    発電所 
 

本調査で得られた諸元数値から20年間のキャッシュフローを作成した。 

なお、概算事業費は、4億6千万円となった。 

➢ 20年間可能発電量：10,820,000kWh（571,781kWh/年） 

➢ 売電価格   ：22円/kWh （税抜き） 

➢ 20年間売電収入 ：2億3804千円（税抜き） 

➢ 20年間累積収支：-1億5690千円（税抜き） 

➢ PIRR     ：-18.27% 

➢ EIRR     ：算出できず 

➢ 最大DSR    ：3.34 

➢ 最小DSR    ：-0.39 

➢ 平均DSR    ：0.05 

➢ 総事業費：4億6300万円（税抜き）*設計費等含まず 

➢ 会津若松市の脱炭素先行地域補助金2/3を申請予定 

➢ 出力あたり建設単価(円/kW)は、2,048万円 

➢ 電力量あたり建設単価(円/kWh)は、439円 

➢ 発電方式別基準値（経済性ランク）では、「Ｃ」となった。圧力管コスト削減、人件費等見直しによ

る収益改善を検討し、次年度以降の事業化に向けて継続して取り組む 
 
 
５．事業スケジュール 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

流量観測 地質調査（簡易貫入試験） 

地形測量 横断図 


